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廣田・岡（２００３）では，エディンバラ大学文学部・社会科学部と岡山大学経済学部との間で締結さ
れた学部間交流協定の調印に至るまでの経緯及び本学部における交換学生の派遣事業をめぐる諸問題
に関して明らかにしたが，この小論では受け入れ事業を推進する中で生じた諸問題を取り上げてみた
い。
毎年原則としてお互いに２名の学生を交換することを目的とした学部間交流協定は１９９１年２月に締
結されたが，２０００年１２月に大学間協定へ格上げされたことに伴い，使命を終えた。この間に岡山大学
経済学部は，交流協定に基づいて１７名の学生を派遣した。他方，エディンバラ大学からは１０年間で１５
名の交換留学生を受け入れた。したがって，交流協定ベースでみると，送り出しが受け入れを２名上
回っている。これに加えて，交流協定の枠外で，文部省の国際学生交流制度等を利用して４名，自費
留学生として２名の学生を本学部からエディンバラ大学へ派遣した。派遣の詳細に関しては，廣田・
岡（２００３）を参照されたい。
派遣と受け入れの実績を数字で見る限り，概ね期待通りの成果を上げたと言えようが，本学部に
とっては海外の大学との初めての交流事業であったため，様々な問題に直面したことも事実である。
特に，受け入れ学生の滞在中のトラブルの中には予想外のものもあり，受け入れ担当者が対応に苦慮
する事態が幾度となく発生した。
また，当初，本学部サイドでは，エディンバラ大学からは日本語専攻の学生に加えて，日本語専攻
以外の文学部の学生あるいは経済学や法学専攻の社会科学部の学生も派遣されることを想定して準備
を進めたが，結果として，受け入れ学生は例外なく日本語専攻の文学部生であった。来日したエディ
ンバラ大生は，文学部及び留学生センターで開講される日本語科目のみを履修し，経済学部で開講さ
れる授業を受けた者は１人もいなかった。他方，エディンバラ大学へ送り出す学生は全員が経済学部
所属の学生であり，やや変則的な交流であったことは否めない。
この小論では，廣田・岡（２００３）と同様に学部間交流協定が存続した１０年間に着目し，交流事業を
推進する中で生じた様々な問題点を受け入れ業務を中心に整理し明らかにすることによって，本学部
の今後の国際化戦略策定の一助としたい。
１ 岡山大学留学生センター教授（留学生教育）
エディンバラ大学との学部間交流の歴史
 受け入れ業務を中心に 
岡山大学経済学会雑誌３５（２），２００３，３７～５２
－３７－
２．交換留学生の受け入れ
２．１ 受け入れ業務の流れ
２．１．１ 予測段階における受け入れ業務の流れ
交流協定締結当時，国際学術交流専門委員であり，エディンバラ大学交換学生選考委員会の初代委
員長であった杉森滉一氏の覚え書きを整理した上で，受け入れ業務の流れを概観してみよう２。ただ
し，１９９２年６月の覚え書き作成時点では受け入れが始まっていなかったため３，あくまでも予測され
た業務の流れに過ぎず，実際の受け入れ業務は覚え書きに記された通りには運ばなかった。
１１月 Ｅ大日本研究所所長：選考委員会委員長に留学予定の学生の人数・氏名・専攻希望分野を連絡
選考委員会委員長：留学生委員会委員長に伝達
留学生委員会委員長：
①教務係に，応募書類をＥ大日本研究所へ送付を依頼
②留学生担当教務委員に，留学生の指導教官を選ぶように依頼
③学生の専攻分野が文学部・法学部の場合には，選考委員会委員長と相談しつつ，そ
の該当分野の教官と相談して，留学生の所属学部，指導教官，チューターの選任等を
依頼
教務係：Ｅ大日本研究所所長へ応募書類送付
１２月 Ｅ大日本研究所所長：応募書類を遅くとも１２月２０日頃までに，選考委員会委員長に送付
選考委員会委員長：応募書類を留学生委員会委員長に渡す
留学生委員会委員長：応募書類をチェックして身元保証書とともに教務係に渡す
１月 教官会議：教務委員会の提案で留学生の入学を承認
２月 教務係：入学許可証および学生ビザの本人申請に必要な書類を本人宛送付
本人：エディンバラの日本領事館で，学生ビザの本人申請
３月 教務係：大学推薦の国費留学生申請書類を本人宛送付４
６月 本人：エディンバラの日本領事館で学生ビザを取得
来日予定日時を指導教官に連絡
８月 指導教官：本人の代理で留学生会館の入居者抽選会に参加
教務係：留学生会館に入居出来る場合，本人に１０月１日から入居可能の旨を通知
指導教官：留学生会館に入居できない場合，本人と連絡をとり，民間アパートを探す
２ １９９２年６月１４日付けの「エディンバラ大学との留学生交換プログラムの責任分担体制と年間スケジュール」と題する
覚え書きで，エディンバラ大学交換学生選考委員会の委員に配布された。責任分担体制に関しては，廣田・岡（２００３）
の pp．２１－２２を参照されたい。
３ 交流協定の締結時期が遅かったことが影響して，第１年次（９１－９２年）は岡山大学への留学希望者がなかった。
４ 国費留学生に採用された実績はないが，第６年次から第１０年次受け入れ学生で短期留学推進制度に基づく 日本国際
教育協会（AIEJ）の奨学金を受給した者が５名いる。当該奨学金は１９９５年度に創設され，月額８０，０００円，往復の渡航
費（航空券の現物支給），渡日一時金が支給される。渡日一時金は当初５０，０００円であったが，１９９８年度には２５，０００円に
減額され現在に至っている。
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９月 指導教官：本人と連絡をとり，岡山到着の日時を確認
チューターを選任し，教務係に推薦
１０月 指導教官またはチューター：到着時の出迎え。留学生委員会委員長，教務係，国際交流プラザ
等へ案内
指導教官：本人の授業料が経済学会の会計から支払われるように依頼
（エディンバラ大学側の業務については斜字体で示した。）
２．１．２ 現実の受け入れ業務の流れ
前項で紹介した，予測の段階での受け入れ業務の流れと異なる点に絞って述べてみたい。
  エディンバラ大学との連絡業務
当方の教務係との連絡窓口を務めていたエディンバラ大学日本研究所長の石井のぶ子氏が１９９５年半
ばに他大学へ転出したため，それ以降は国際部長のバーロン博士に連絡を取ることになった。これに
伴い，エディンバラ大学および受け入れ予定学生との連絡は完全に交流業務の責任者である留学生委
員長の職務となった５。
 受け入れ業務の統括者
１９９３年度末をもって選考委員会は留学生委員会に吸収されたため，１９９４年度は元選考委員長の松本
氏が留学生委員として引き続きエディンバラ大学との連絡責任者としてその任に当たったが，１９９５年
度以降は留学生委員長が受け入れ業務及び派遣業務の双方を統括することになった。
 指導教官の固定化
受け入れ学生は全て日本語専攻学生であり，留学生専門教育教官である留学生委員長が専ら受け入
れ学生の指導教官となった。受け入れ学生の来日時の日本語運用能力は概ね初級修了程度であったた
め，文学部の専門科目を履修するレベルにはなく，文学部に対して指導教官を依頼することは差し控
えた。
 入学手続きの時期
受け入れ学生の入学手続きは３月以降にずれ込むことが多かった。
 入国手続きの代行
交流協定締結当時，ビザの申請には１１種類の提出書類等が必要であった。留学生本人がエディンバ
ラ市で非常に煩雑な入国手続きをすることは困難であるため，岡山大学が入国手続きを代行してほし
いとの石井氏の強い要望があり，選考委員会はこの要望を了承し６，１９９３年１月以降，すなわち第３
年次受け入れ学生からは留学生委員長が広島入国管理局に出向き入国手続きを代行することになっ
た。１９９６年３月１日に広島入国管理局岡山出張所で入国のための代理申請手続きを行うことが可能に
なり，第６年次受け入れ学生以降は広島市まで出向く必要がなくなった。第１年次は受け入れ学生が
いなかったため，結局，学生本人がエディンバラ市の日本領事館で入国手続きを行ったのは第２年次
５ 担当事務官が英文書簡を作成することが困難であったためである。
６ 石井氏の要望時期と選考委員会で入国手続き代行が了承された日は資料が散逸し不明であるが，１９９１年１月２９日付け
のファックスで杉森氏から石井氏宛に入国手続きの代行を了承した旨の連絡がなされた。
１３５エディンバラ大学との学部間交流の歴史
－３９－
受け入れの１名のみであった。
２．２ 年度別にみた受け入れ実績
２．２．１ 受け入れ実績
受け入れ実績は表に示した通りである。受け入れ学生の岡山大学での在籍身分は「特別聴講学生」
である。受け入れ学生は３年次に進級した直後に来日するため，丸２年の日本語学習歴がある。本学
部との交流協定締結時の１９９１年２月には同年１０月にエディンバラ大学から派遣する学生の受け入れ先
大学はすでに決定していたため，第１年次（９１－９２年）受け入れは該当者なしという結果に終わっ
た。
実質的に最初の受け入れである第２年次（９２－９３年）には応募者が１名あった。この学生は，中国
語から日本語へ専攻を変更した女子学生であり，すでに１年間台湾師範大学への留学経験があった。
表 受け入れ学生一覧
人数 受け入れ学生 性別 学位 （卒業時の成績）
チューター
（所属，学年・性別）
第１年次
（１９９１－９２）
０
第２年次
（１９９２－９３）
１   女 MA （First） Ａ（文学部２年生・女）
第３年次
（１９９３－９４）
２ （２）
（３）
男
男
MA （Upper Second）
MA （First）
Ａ（文学部３年生・女）
Ｂ（文学部３年生・女）
第４年次
（１９９４－９５）
２ （４）
（５）
男
女
withdrew
MA （Upper Second）
Ｂ（文学部４年生・女）
Ａ（文学部４年生・女）
第５年次
（１９９５－９６）
４ （６）
（７）
（８）
（９）
男
男
男
女
MA （Upper Second）
MA （Upper Second）
MA （Lower Second）
MA （Third）
Ｂ（文学研究科１年・女）
Ｃ（文学研究科１年・女）
Ｄ（文学研究科１年・女）
Ａ（文学研究科１年・女）
第６年次
（１９９６－９７）
２ （１０）
（１１）
女
男
MA （Upper Second）
MA （Upper Second）
Ｅ（文学研究科１年・女）
Ｆ（文学研究科１年・女）
第７年次
（１９９７－９８）
０
第８年次
（１９９８－９９）
２ （１２）
（１３）
女
女
MA （Upper Second）
MA （Upper Second）
Ｇ（文化科学１年・女）
Ｈ（経済学部３年・男）
Ｉ（経済学部４年・女）
Ｊ（経済学部３年・男）
第９年次
（１９９９－２０００）
１ （１４） 男 MA （Upper Second） Ｋ（法学研究科２年・女）
Ｌ（経済学部４年・女）
第１０年次
（２０００－２００１）
１ （１５） 男 MA （Upper Second） Ｍ（文化科学２年・男）
Ｎ（経済学部４年・女）
（注１）MA = Master of Arts
（注２）First = a first class honours degree
Upper Second = an upper second class honours degree
Lower Second = a lower second class honours degree
Third = a third class honours degree
（注３）チューターの在籍学年は開始時の学年
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このため，来日時点で日本語は余り話せなかったが中国語は流暢で，漢字の習熟度は第３年次以降の
受け入れ学生に比較して格段に高かった。
第３年次受け入れ（９３－９４年）及び第４年次（９４－９５年）受け入れは，協定通り各々２名の学生が
来岡し，交流事業が軌道に乗ったことが実感された。第３年次，第４年次受け入れの学生は４名とも
勤勉で，来日時点から問題意識をもって積極的に日本語の学習に取り組んだ。
エディンバラ大学の日本語専攻コースは，１９９０年に石井氏の尽力によって創設され，１９９３年の入学
者は２０名を超えるほどの盛況ぶりであった。この学年の在籍者が３年に進級する際，すなわち，第５
年次受け入れ（９５－９６年）に際しては，バーロン博士から５名の受け入れを打診され７，１９９５年２月
の経済学部教授会でこの提案を了承した。しかし，同年４月に１名の留学辞退者が出たため８，第５
年次受け入れ学生は４名となった。第５年次受け入れに伴って幾つかの深刻な問題が噴出したが，そ
れらの問題に関しては第４章で述べることにする。
第６年次受け入れ（９６－９７年）は協定通り２名であった。そのうちの１名は母親が岡山市出身の二
世であり，日本語に関して言えば，話す能力と聞く能力にはほとんど問題がなかった。他の１名はエ
ディンバラ大学留学中の３０歳代のフランス人であったが，それまでに受け入れた２０歳前後の学生と比
較して，日本語運用能力がやや低かった。
エディンバラ大学では，実力者の石井氏が１９９５年に他大学へ転出した直後には，中国語専攻コース
との確執もあって，学内での日本語専攻コースの勢力が大きく後退し，翌９６年秋の入学者が３名にま
で激減したため９，バーロン博士をはじめとする関係者によって日本語専攻コースの立て直しが行わ
れた１０。日本語専攻コース在籍者激減の煽りを受けて，１９９５年入学者が３年次に達した第７年次受け
入れ（９７－９８年）は該当者がゼロであったが，翌年の第８年次受け入れ（９８－９９年）は２名の希望者
があり，安堵した。
第９年次受け入れ（９９－００年）も２名の希望者があったが，入国手続きが完了し，来日直前となっ
た１９９９年９月はじめにバーロン博士から１名の派遣を取り消す旨の連絡があった１１。派遣取り消しの
理由は，当該学生が２年次修了までに履修を義務づけられている科目の最終的な追試に合格できず，
留学を許可されなかったためである。来日した１名はエディンバラ大学へ留学中のドイツ人であっ
た。学部間協定最後の年となった第１０年次（００－０１年）受け入れは１名であった。
学部間交流協定が実施された１０年間でみると，受け入れゼロの年が２回，１名の年が３回，２名の
年が４回，４名の年が１回あり，合計１５名の交換学生を受け入れた。他方，交流協定に基づいて派遣
７ バーロン博士から松本氏宛のファックスまたは手紙（１９９５年２月初旬，散逸）。２月初旬に同博士から打診があった
ので２月の教授会に諮る旨，松本氏から留学生委員会委員宛に報告があった（１９９５年２月１５日付け報告書「エディンバ
ラ大学との交換留学について」）。
８ バーロン博士から松本氏宛のファックス（１９９５年４月６日付け）。ファックスには，“..... he has been obliged to withdraw
from his offer of a place at Okayama．”とのみ記載されており，具体的な辞退理由は不明である。
９ バーロン博士から岡宛のＥメール（１９９７年１２月５日付け）。
１０ バーロン博士から岡宛の手紙（１９９７年７月１７日付け）。
１１ バーロン博士から岡宛の手紙（散逸）。当該学生宛に８月２７日付けの手紙にて留学生会館の入居決定の連絡をしてお
り，それ以降に取り消しの手紙を受け取った。
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した学生は１７名であり，派遣と受け入れのバランスは派遣が２名多いという結果に終わった。派遣と
受け入れの両者のバランスを保つことに関して，バーロン博士は終始非常に神経を使い，再三に渡っ
て両者の人数の確認がなされた１２。
２．２．２ 岡山大学を留学先に選択した理由
エディンバラ大学は１９９０年１０月に修士号まで取得が可能な日本語専攻コースを創設したが，その時
点で首都圏の上智大学，国際基督教大学，津田塾大学，成蹊大学及び近畿圏の同志社大学，立命館大
学などの有名私立大学との交流協定を締結しており，国立大学は岡山大学１校のみであった１３。エ
ディンバラ大学では留学予定者を対象にして前年の１２月に協定大学に関する説明会を開催して留学希
望先を選択させる。本学部から派遣した学生によると，これらの私立大学はいずれも大学紹介ビデオ
テープを利用して留学予定者にアピールしていたが，岡山大学の場合は毎回派遣学生が口頭で大学紹
介を行ったに止まり，説明会ではかなり旗色が悪かったようである。
留学希望先大学に偏りが出ないように，バーロン博士等の関係者によって協定各校への学生の振り
分け作業が行われたことは言うまでもないが，説明会での不利な状況にもかかわらず，留学先を岡山
大学に選んだ理由としては，大都市圏に比べて生活費が安い上に概ね留学生会館に入居できるため住
居費の負担が軽いという経済的な理由が挙げられる。交換留学生は受け入れ先の大学の入学金及び授
業料は免除されるものの，原則として渡航費と滞在中の生活費は自己負担しなければならないためで
ある。
第５年次以降の受け入れ学生の中に，「帰国した先輩学生から山内博之先生の日本語の授業が素晴
らしいとの評判を耳にしたため」１４，という理由を挙げる者が複数名存在したことは注目に値する。
事実，第３年次から第９年次にかけて受け入れた１３名のエディンバラ大生の日本語教育は山内氏に負
うところが大である。
３．受け入れ学生の教育とその成果
３．１ 受け入れ学生の日本語能力と履修の実態
受け入れ学生のために準備された授業科目は，１）文・法・経済の３学部で開講の学部学生用の講
義科目，２）文・法・経済の３学部で開講の留学生用特別授業科目，３）留学生センターで開講の全
学日本語コース科目の３種類である。受け入れ学生はいずれも丸２年の日本語学習歴をもつ日本語専
攻の学生である。漢字および文法事項はある程度理解しているが，「話す」「聞く」といった運用能力
はせいぜい初級修了レベルと意外に低く，この点で英語を学ぶ日本人学生に共通するものがあると感
じられた。第２年次から第４年次の受け入れ学生の中には相対的に運用能力が高く，例外的に，文学
１２ バーロン博士からの派遣と受け入れのバランスの確認は，１９９６年３月１９日付け岡宛の手紙，１９９７年７月１７日付け岡宛
の手紙，１９９９年８月６日付けの岡宛Ｅメール，２０００年１月１４日付け岡宛Ｅメールでなされた。
１３ その後，早稲田大学，広島大学，京都大学が加わった。
１４ 山内博之氏（現在：実践女子大学助教授）は日本語教育が専門であり，１９９３年１０月から２０００年３月まで文学部の留学
生専門教育教官として在任した。
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部で開講される学部学生用の講義科目である「国文学概論」や「日本語学概論」などを履修した者も
いるが，ほとんどの場合，留学生用に開講される日本語科目及び日本文化学のみを履修した。
１）文・法・経済の３学部で開講される学部学生用の講義科目…省略
２）文・法・経済の３学部で開講される留学生用特別授業科目
ａ）文学部開講科目１５
①日本語Ⅰ（漢字・語彙），②日本語会話，③日本文化学，④日本語Ⅱ（文法），
⑤日本語Ⅲ（精読），⑥日本語Ⅳ（速読）
ｂ）法学部開講科目
⑦日本法政事情Ⅰ・Ⅱ
ｃ）経済学部開講科目
⑧日本経済事情ⅠＡ・ⅡＡ，⑨日本経済事情ⅠＢ・ⅡＢ
３）留学生センターで開講される全学向けの日本語科目１６
⑩初級Ⅰ：週４コマ，⑪初級Ⅱ：週４コマ，⑫中級入門：週４コマ，
⑬中級：週４コマ，⑭上級：週３コマ
文学部で開講の留学生用の授業科目は学部留学生及び日研生との相乗りの科目で中級から上級レベ
ルであるため，少なくとも日本語能力試験２級合格レベルの能力が要求される。このため，エディン
バラ大生は学力不足を理由に授業担当教官から一部の科目の受講を許可されないケースが目立った。
第８年次受け入れ学生の来日直後の履修状況をみると，学力の高いほうの学生１名は①②③および
⑫を，他の１名は①②③および⑪を履修した。文学部の授業①から⑥のレベルは，留学生センターの
⑬あるいは⑭に相当するが，学生が自由に選択し受講出来る建前になっている。しかし，エディンバ
ラ大生の場合，余りにも日本語運用能力が低いため，授業担当教官の判断で①から⑥の中で比較的受
講しやすい３科目についてのみ受講が許可された。
他方，留学生センターの授業はクラス分けテストを受けた上で，指定されたレベルの授業を履修し
なければならない。⑪の初級Ⅱは６か月間の学習歴，⑫の中級入門は１年間の学習歴があれば到達で
きるレベルであり，丸２年の学習歴をもつエディンバラ大生は本来であれば⑬の中級クラスに配属さ
れなければならない。複数年次に渡ってクラス分けテストの成績が芳しくなかった点をバーロン博士
は憂慮し，派遣直前の夏休みにテスト対策を行い相応の成績が取れるようにしたいので，テスト問題
のサンプル等を送付してほしい，かつ受講可能な授業科目名とその内容の詳細について知らせてほし
い，との要請があった１７。
ちなみに，受け入れ学生が出願時に岡山大学へ提出する「私費外国人特別聴講学生願」に記載する
聴講希望科目は，概ね，日本語Ⅰ，日本語Ⅱ，日本語会話，日本文化学（以上，文学部開講科目），
１５ １９９４年度までは，日本語Ⅰ，日本語Ⅱ，日本文化学の３科目のみ開講されていたが１９９５年度に６科目に増えた（廣
田・岡（２００１）p．５）。
１６ １９９８年度の開講科目を示した。留学生センターの全学向け日本語コースの開講科目は年度ごとに若干の変更がある。
詳細に関しては，留学生センター（２００２）の p．１７の表２を参照されたい。なお，文学部開講科目は通年で，科目名の
後ろのⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳはジャンルを表すが，法学部及び経済学部開講科目のⅠ・Ⅱは前期・後期を表し，留学生セン
ター開講科目のⅠ・Ⅱはレベルを表す。
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日本経済事情ⅠＡ・ⅡＡ，日本経済事情ⅠＢ・ⅡＢ（以上，経済学部開講科目）である。「特別聴講
願」は広島入国管理局へ写しを提出し，履修科目・時間数に関する審査を受けるため，指導教官の開
講科目である「日本経済事情」４科目を意図的に加えてある。受け入れ予定学生には，「特別聴講学
生願」に記載する履修科目に関しては事前指導を行い，来日後変更が可能であることを伝えてある。
なお，経済学部で開講の「日本経済事情」（週２コマ）を実際に履修したエディンバラ大生は１人
もいない。経済学分野に興味がないことが最大の理由であるが，例え興味を抱いても履修は困難で
あった。すなわち，１９９８年度後期の場合でみると，日本経済事情ⅡＡ或いは日本経済事情ⅡＢを履修
した延べ１０名の留学生のうち９名が日本語能力試験１級合格者であり，日本語能力試験３級合格がお
ぼつかないエディンバラ大生がこれらの学生に伍して授業を受けることは極めて難しい。
蛇足ながら，１９９０年代に文学部で受け入れた日本語・日本文化研修留学生は合計１９名であるが１８，
そのうちの１２名が「日本経済事情」を履修した。これらの学生は経済学に関心を抱いたというより
は，むしろ上級レベルの日本語を修得することを目的として履修した。日本語・日本文化研修留学生
は概ね日本語能力試験２級から１級レベルの学力を有しており，「日本経済事情」の履修には日本語
能力の問題が大きく関与していることが分かる。
３．２ その他の教育支援
エディンバラ大生の場合，日本語運用能力が低いことから受講可能な正規の授業科目数が７科目程
度に限られるため，毎回の受け入れ学生に対して，学生チューターによる週１回のチュートリアル・
サービスを実施し，会話練習の機会を提供した。学生チューターに対しては，文部省から年間で１０万
円程度の謝金が支給された。
受け入れ開始後の数年間，来日前の受け入れ予定学生に対して，学生チューターの資質に関する要
望を尋ねたところ，例外なく日本語学或いは日本文学専攻の日本人学生を希望したため，第６年次受
け入れ学生までは文学部所属の学部生或いは文学研究科所属の大学院生を学生チューターに選んだ。
掲示板にチューター募集の掲示を出し希望者を募ったが，受け入れ学生の数に満たない場合は，院生
の共同研究室を訪れて個別にチューターの引き受けの依頼をしたこともある。第２年次から第６年次
までの受け入れ学生については，後期と翌年度前期の通年でチューターを引き受けてもらった。最初
のエディンバラ大生である第２年次の受け入れ学生のチューターとなった文学部の女子学生は非常に
熱心であり，学部２年生の後期から大学院修士課程２年生の前期に至るまでの４年間に４名の受け入
れ学生のチューターを引き受けてくれた。
第８年次受け入れ学生のチューター募集の際には，文学部或いは文学研究科所属の学生の中に希望
者が全くいなかったため，これ以降，来日直後（後期）のチューターについては，専攻は問わないこ
とに変更し，当該チューターの任期を後期のみの半年とし，半年後の前期には，その年の秋にエディ
１７ バーロン博士から岡宛のＥメール（１９９８年１０月下旬。散逸）。この要請に対して，エディンバラ大学の日本語クラス
担任の松本洋子講師宛に同年１０月２７日付けのファックスにて日本語で詳細な回答を行い，バーロン博士への説明を依頼
した。
１８ 廣田陽子・岡 益巳（２００１）の p．３の表１。
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ンバラ大学へ派遣予定の学生をチューターとして配置した。派遣予定学生に対しては，従来から受け
入れ学生と日常的に接触することを奨励していたが，チューターとして積極的に受け入れ学生とかか
わりを持つことができるようにした。チューターとして支援した受け入れ学生の帰国と相前後してエ
ディンバラ大学へ留学する派遣学生は，エディンバラ到着後，帰国したエディンバラ大生から逆に世
話をしてもらうことができるという利点がある。チューター選考方法の変更の結果，第８年次から第
１０年次にかけての４名の受け入れ学生と４名の派遣学生がチューティーとチューターという関係に
なった。
受け入れ学生とチューターとの間のトラブルは発生しなかったが，第９年次の受け入れ予定学生の
うちの１名が来日直前に留学取り消しになったため，当該学生のチューターに内定していた学生から
チューターが出来なくなったことに対する強い不満が寄せられ，対応に苦慮した。
また，第８年次受け入れ学生２名から正規の受講科目数が少ないとの苦情が出たため，学外のボラ
ンティア日本語教室で週１回ないし２回の個人レッスン（１回当たり９０分）を受けることを勧めたと
ころ１９，２名のうち１名は時折休むことがあったが，他の１名は真面目に受講した。第９年次受け入
れ学生も同じ日本語教室で個人レッスンを受けた。
３．３ 受け入れ学生の卒業時の成績にみる留学成果
エディンバラ大学は，１年間の日本留学の成果を履修科目毎の成績という形では要求しておらず，
受け入れ学生の留学期間が満了し帰国する際に１年間在籍していたことを証明する「証明書」の発行
を求めているだけである。
英国の大学では，学士号を３年で取得することができ，次の１年で修士号を取得することができ
る。エディンバラ大学文学部東アジア研究学科の場合，日本語を専攻すれば４年で「文学修士（日本
語）」が，日本語と言語学を双方を専攻すれば４年で「文学修士（日本語及び言語学）」が取得でき
る２０。
岡山大学経済学部で受け入れた１５名の学生のうち，帰国後に何らかの理由で中途退学した学生が１
名いるが，残りの１４名は修士号を取得して卒業した。１４名の卒業時の成績は次の通りである。
１）a first class honours degree ２名
２）an upper second class honours degree １０名
３）a lower second class honours degree １名
４）a third class honours degree １名
バーロン博士は，２名が an upper second class honours degree，１名が a lower second class honours
degreeを取ったことを連絡してきた際に，「これは良い成績であり，喜ばしく思っています。私達に
代わって，日本語の先生方に祝辞と感謝の気持ちを伝えていただけませんか。」と記しており２１，a lower
１９ 松原日本語教室の松原由美子氏に協力をお願いした。受講は無料であった。同氏によると，第８年次受け入れ学生の
うちの１名及び第９年次受け入れ学生とは現在でも交流があるとのこと（同氏談，２００３年３月１２日）。
２０ エディンバラ大学の広報誌（Bulletin, summer term 1990）の p．１２によると，英語の名称は，各々MA in Japanese
Studies, MA in Japanese Studies and Linguisticsである。
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second degreeまでは評価に値する成績であることが分かる。したがって，受け入れ学生１５名中１２名が
an upper second class honours degree以上の成績を修めて卒業することができた事実は，岡山大学での
１年間の留学の成果を示すものであると言えよう。
なお，a third class honours degreeを取得した学生は，来日時点で４０歳代半ばという年齢もあって日
本語能力が余り向上しなかった上に，帰国後は病気にかかり，帰国翌年の卒業試験を受けられず２２，
卒業を１年延期した。
４．受け入れに伴うトラブル
４．１ 宿舎をめぐるトラブル
４．１．１ 民間アパート入居に伴うトラブル
第２年次から第４年次受け入れの合計５名については，全員が留学生会館に入居できたが，第５年
次受け入れ（９５－９６年）の４名のうち２名が抽選に漏れて入居できなかった。２名は民間アパートに
入居したが，そのうちの１名は２か月後にトマト銀行の独身寮に入居できることが確定しており２３，
民間アパートは２か月の入居契約であった。岡山市関西町にあるトマト銀行の独身寮は，留学生会館
とほぼ同等の設備で，家賃は無料，使用料（光熱費・水道代）が月２，３００円という好条件であったた
め，当該学生は何ら不満を抱かなかった。
しかし，月３１，０００円（光熱費等含む）の民間アパートへ入居することになった留学生からは，「留
学生会館に入居できると聞いていた。入居できないことがもっと早い段階で分かっていたら，私は留
学を取りやめた。」と非常に強い口調での抗議を受けた。この学生に交流協定書を見せ，留学生会館
の入居は保証されていないこと，また，８月２５日に留学生会館の抽選が行われ，その日のうちにエア
メールで本人宛に抽選結果を連絡したことを伝えたが，納得しなかった。
このトラブルに先立って，留学生委員会では次のような緊急対策を講じていた。すなわち，８月２５
日に留学生会館の入居抽選会が実施され，３名の抽選漏れ（後に１名は補欠繰り上げ入居）が確定し
たため，即日留学生委員長名で各留学生委員に民間アパート入居者に対して特別措置を講じることの
検討を求めた。９月１日に各委員の意見を集約し，９月４日には藤本喬雄・岡山大学経済学会会長宛
に，民間アパートに入居するエディンバラ大学からの受け入れ学生に対して国費留学生に準じる補助
を行ってほしい旨の要望書を提出し２４，留学生委員会の要望は９月２０日開催の岡山大学経済学会評議
員会において承認された。承認された内容は，①月９，０００円の家賃補助，②５０，０００円を限度とした不
動産屋への謝礼補助，③５０，０００円を限度とした敷金の貸し付けであった。
当該学生に対して，岡山大学経済学会から１０月６日に６か月分の家賃補助５４，０００円および入居保証
２１ バーロン博士から岡宛の手紙（１９９７年７月１７日付け）。
２２ バーロン博士から岡宛の手紙（１９９７年７月１７日付け）。
２３ 文部科学省が民間企業の協力を得て、 留学生支援企業協力推進協会を設立して留学生への社員寮提供事業を促進し
ている。２００２年１月末現在全国で８０９戸が提供されており、トマト銀行いわい寮もその１つである。
２４ 当時，AIEJによる国費留学生の家賃補助制度があったが，２０００年４月以降国費留学生に採用された者には支給され
ないことになった。
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金相当分２０，０００円が特例として支払われたが，この学生の不満は１２月になっても収まらず，バーロン
博士に対しても手紙で強く抗議した。入居物件は本学学生生活課の紹介によるものであり，仲介手数
料は発生しなかったが，学生の不満を和らげるため，岡山大学経済学会は１２月８日に不動産屋への謝
礼補助の最高限度額相当分５０，０００円を特別に当該学生に追加支給した。
バーロン博士は，本学部が家賃補助制度を創設したこと，さらに当該学生に特別追加援助を行った
ことを高く評価し，感謝の意を表するとともに，当該学生の態度はエディンバラ大学側にとっても好
ましからざるものである，と述べている２５。ちなみに，この学生は来日時点で４０歳代半ばであり，異
文化不適応と日本語学習上のつまずきが宿舎への不満を増幅させたと考えられる。
また，この学生が数か月に渡って留学生会館への入居を要求し続けたため，留学生課長に学部間交
流協定事業の円滑な運営に対する配慮をお願いし，半年後の１９９６年４月の留学生会館入居が実現し
た。なお，それまでは国費留学生のみが留学生会館への優先入居を認められていたが，１９９６年度秋に
は交流協定に基づき入学する交換留学生にも優先入居枠が拡大されたため，これ以後同じ問題が繰り
返されることはなかった。
なお，１９９５年１２月からトマト銀行の独身寮へ入居が確定していた他の１名の学生に対しては，岡山
大学経済学会から同年１０月７日に２か月分の家賃補助として１８，０００円が支払われた。
４．１．２ 留学生会館入退居時のトラブル
  退居時のトラブル
第５年次受け入れにおいて，留学生会館に入居した１名の学生が帰国時にトラブルを起こした。入
居規定では，「入居者が退去するときは…（中略）…居室の点検を受けた後，居室の鍵を返還して退
去」とされているが２６，当該学生は１９９６年７月２９日の早朝６時に退去したため，管理人が退去時の居
室の点検を実施することができなかった。居室内が極度に汚かったことから管理人が清掃を拒否し，
さらに清掃の責任は指導教官にあるという留学生課の見解が示されたため，指導教官である岡が日本
人学生をアルバイトに雇い，清掃を行った。中古テレビやテーブルなどの粗大ゴミに加えて，４５リッ
トル入りのビニール袋４袋分のゴミが室内からベランダに至るまで散乱していた。
余りにも退去マナーが悪いため，８月６日にファックスにてこの件をバーロン博士に報告したとこ
ろ，同博士から謝罪の言葉とともに，当該学生が清掃に要した費用を支払わない限り，エディンバラ
大学はこの学生の卒業を認めない旨の返信があった２７。これに対して，アルバイト料はわずかな金額
であり，返金は不要である旨の連絡をした２８。
  入居時のトラブル
第８年次受け入れにおいて，１９９８年１０月６日の午後６時ごろに留学生会館へ到着した女子学生が居
室のベランダに鳩の糞が相当量落ちているのを見て，その部屋には住めないと泣きながら抗議した。
即刻，留学生課の担当職員に連絡をとり，留学生課長の了承のもとに別の階の入居予定者未到着の部
２５ バーロン博士から岡宛のファックス（１９９６年３月５日付け）。
２６ 『岡山大学外国人留学生・研究員宿泊施設入居案内』による。同案内には英文も併記されている。
２７ １９９６年８月２０日付けのバーロン博士から岡宛の手紙（１９９６年８月２０日付け）。
２８ 岡からバーロン博士宛のファックス（１９９６年８月２８日付け）。
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屋へ仮移動することとし，当該学生は落ち着きを取り戻した。しかし，留学生課の担当職員によるベ
ランダの清掃終了後も元の部屋には戻りたくないと強く主張したため，留学生課長に居室の変更を認
めてもらった。
この学生が移動した先の部屋にも，すでに退去した住人が残していった洋酒の空瓶が室内に十数本
転がっており，退去時あるいは退去後に管理人が室内を点検した形跡がなかった。留学生課の担当職
員に対して，退去時に管理人が必ず責任をもって居室の点検をすること，退去が勤務時間外の場合は
退去後に点検し，清掃が必要であれば次の入居者が来日するまでに清掃しておくことを強く要請し
た。
４．１．３ 民間アパート賃貸契約の連帯保証人をめぐる問題
第４年次までの受け入れ学生は全員が留学生会館に入居できたため問題はなかった。第２年次受け
入れの１名は指導教官かつ留学生委員長である岡，第３年次受け入れの２名は岡及び選考委員長の松
本氏，第４年次受け入れの２名は岡及び留学生委員である松本氏が留学生会館入居の保証人となっ
た。
しかし，第５年次受け入れに伴い，民間アパート賃貸契約の連帯保証人の問題が発生したため，留
学生委員会で家賃補助制度創設と並行してこの問題を検討した結果，学部間交流協定に基づく受け入
れであることから機関保証の形をとり，学部長を連帯保証人とすることが望ましいとの結論に達し
た。幸い，藤本利躬学部長の了解を得ることができ，第５年次受け入れの２名の民間アパート賃貸契
約に関しては，藤本学部長が連帯保証人になった。
ただ，すでに述べた通り，第６年次受け入れ以降は留学生会館への交換留学生の優先入居が可能に
なり，民間アパート賃貸契約の連帯保証人の問題が再発する可能性がなくなった。第６年次から第９
年次にかけての受け入れ学生の留学生会館入居保証人は岡，第１０年次は廣田陽子留学生委員であっ
た。
４．２ 入国手続きにかかわるトラブル
４．２．１ 入管窓口でのトラブル
第５年次受け入れ予定の４名の交換留学生の入国手続きのため，１９９５年６月２８日に岡留学生委員長
が広島入国管理局を訪れた。前年通りに必要書類を提出したところ，応対した係官から学費・生活費
の支弁に関する証明書が不備であり，申請は受け付けられないと告げられた。
前回までは，バーロン博士が発行した「交換学生の経済保証書」に日本語訳を添付して提出してお
り，今回も同様に認めてほしいと要望したが，前年末に入国申請の提出書類に変更があり，この変更
に関しては広島入国管理局から管内の各大学等の教育機関へ通知済みであるため２９，提出書類が完備
していない限り申請は受け付けられないと拒否された。押し問答の末，仮受け付けという形で書類を
提出して引き上げた。
２９ １９９４年１２月１日付けの広島入国管理局入国・在留審査部門主席審査官山添忠好名による事務連絡「在留資格「留
学」，「就学」等各種申請の提出書類について（案内）」。
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入管から戻り，入国手続きの提出書類変更に関する通知の有無を教務第１係長に確認したとこ
ろ，１９９４年１２月に留学生課経由で配布された当該通知を留学生担当事務官が係長にも回覧しないまま
ファイルしていたことが判明した。新規に必要となった書類は次の通りであった。学費・生活費を本
人が支弁する場合は，本人名義の銀行預金残高証明書，本国からの送金により支弁する場合は，①送
金者の預金残高証明書，②本人と送金者との親族関係を証明する文書，③誓約書である。翌日４名の
受け入れ予定学生宛に上述の追加書類の送付を求める手紙を教務第１係からの詫び状とともに発送し
た。
入国許可書，すなわち「在留資格認定証明書」の発行には，申請書類の受け付け日から１，２か月
を要する。上述の書類が揃ってから申請手続きを始めた場合，入国許可書の発行が大幅に遅れ，１０月
初めの来日が間に合わなくなる可能性もあった。このため，留学生課長に事情を説明した上で，不備
なままでの申請書類の受理及び認定証明書発行に関して広島入国管理局トップとの交渉を一任した。
同課長の尽力により７月１１日に４名の入国申請書類が正式に受理され，８月２３日付けで入国許可書
（在留資格認定証明書）が発行された。ただし，岡山大学側が無理を言ったためか，在留期間は「１
年」ではなく最短の「６か月」を付与し許可された。このため来日半年後にビザの更新手続きを行わ
なければならなかった。
４．２．２ AIEJ奨学生の航空券手配をめぐるトラブル
第９回受け入れの学生は短期留学推進制度に基づく 日本国際教育協会（AIEJ）の奨学金を受給
した。月額８万円の奨学金のほかに往復の渡航費も支給されるが，渡航費については AIEJが現地の
旅行代理店を通じて航空券を現物支給するという形態をとるため，トラブルが発生した。
１９９９年８月２６日に受け入れ予定学生から「短期留学推進制度（受入れ）渡日旅費支給申請書」が返
送されてきたが，出発希望年月日欄の第２希望日が空欄のままであったため，翌日問い合わせのエア
メールを発送した。９月５日に当該学生からＥメールですでに航空券を予約したとの連絡があった。
９月２８日までに４往復のＥメールのやり取りを行い，キャンセルに要する費用は来日後に岡が支払う
ことで，当該学生は予約した航空券をキャンセルすることを了解した。誤解の原因は，航空券の手配
について質問を受けたエディンバラ大学のスタッフが自分で購入するようにと誤ったアドバイスした
ためであったが３０，７月２４日に渡日旅費支給申請書を送付する際に，自分で予約をしないようにと念
押しをしなかった岡山大学側にも幾分の責任があったため３１，交流協定の円滑な運営を考慮して，岡
留学生委員長がキャンセル手数料相当分の金額を１０月５日に当該学生に支払った。
４．２．３ その他のトラブル
エディンバラ大学では６月に学年末試験が終了すると夏期休暇に入るため，６月下旬にはほとんど
の学生がキャンパスを離れてしまうが，親元へ帰省する者は少ない。そのため，入管提出書類の漏れ
や不備があって，至急連絡を取らねばならない事態が生じた際に学生の所在がつかめず，連絡に手間
３０ 当該学生から岡宛のＥメール（１９９９年９月８日付け）。なお，当該スタッフからトラブルを招いたことに対する謝罪
のＥメールを受け取った（１９９９年９月２９日付け）。
３１ 「渡日旅費支給申請書」を送付する際に，教務第１係の担当者が注意事項を記載した AIEJからの手紙を申請書の発
送を担当した岡に提示しなかったため，受け入れ学生への連絡漏れが生じた。
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取るケースが時折発生した。エディンバラ大学側は留学予定の学生に対して，夏期休暇中の連絡先を
届けるように指導しているが，行き先を届けずにヨーロッパ各国やアメリカへ旅行に出かける者や他
の都市でアルバイトをする者が多く，バーロン博士も頭を痛めている様子であった３２。ちなみに，第
６年次受け入れの１名の場合，長期に渡って所在がつかめず，AIEJの航空券手配の連絡がついたの
は出発直前の９月３０日であった。
また，第４年次受け入れの２名は，教務第１係で帰国手続きをすることなしに無断で離日したた
め，１年間在籍したことを証明する「証明書」の発行と手渡しに関して事務方から苦情が出た。
５．結 び
１９９１年２月に調印された学部間交流協定に「試行期間は３年」と規定されていることからエディン
バラ大学交換学生選考委員会委員長の松本氏が中心となって１９９４年２月に第１回目の改訂が行われ
た。改訂に際して，３年毎に交流協定の更新を行うのは煩わしいとの考えから，「協定の終了につい
ては，どちらか一方がその意志を示してから１年後」に改められた。
第２回目の改定の眼目は，授業料の相互不徴収を実現することにあった。１９９５年度に文部省が短期
留学推進制度を創設したのに伴い，同制度が適用されるためには交流協定に授業料の相互不徴収が明
記されていなければならない，との示唆が事務方からあった。受け入れ学生に対する同制度に基づく
AIEJの奨学金受給をより確実にするため，国際交流委員であった藤本喬雄氏の主導の下に第２回目
の改訂に着手し，従来，受け入れ学生の授業料は岡山大学経済学会が負担していたが，この度の改訂
で授業料の相互不徴収が協定書に明記された。また，協定書のスタイルが本学国際交流課の要求する
統一書式に一新され，１９９７年６月に調印が成立した。ちなみに，第６年次から第１０年次受け入れの６
名のうち５名が短期留学推進制度に基づく AIEJの奨学金を受給した。
１９９４年１０月１８日には，福岡で開催される会議に出席するため来日したバーロン博士が本学へ立ち
寄ったため，藤本利躬学部長をはじめとする関係教官７名，留学希望の学生７名および来日したばか
りのエディンバラ大生２名を交えた懇親会を２号館１階の教官控え室で開催し，同氏との親交を深め
ることができた。
また，第３章第３節で述べたように，バーロン博士からは，本学で受け入れた交換留学生のほとん
どが優秀な成績で卒業したとの報告を受けている。来日時点では日本語運用能力に問題のあった受け
入れ学生が１年間の岡山大学留学を経験したことにより，優秀な成績で卒業できたことは喜ばしいこ
とである。同時にこれは，エディンバラ大学の本学に対する高い評価につながるものであり，大学間
交流協定に格上げの後も引き続き順調な交流活動が見込まれる。しかし，長期に渡る日本経済の停滞
が日本そのものの魅力を削ぎ，日本研究を志す英国人学生の減少を，さらには両大学間の交流事業の
沈滞を招きかねないため，楽観はできない。
１９９７年５月２６日に調印された本学部とニュージーランドのワイカト大学経営学部との学部間協定が
３２ バーロン博士から岡宛のファックス（１９９６年８月２１日付け）。
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何ら具体的な交流事業を実施しないまま，３年後の協定期間満了に伴い消滅してしまったことを考え
合わせると，エディンバラ大学との学部間交流はほぼ満足すべき結果を残したと評価できる。２００２年
１２月２４日には，本学部と韓国の「江原大学校経営大学」との間で学部間交流協定が調印された。協定
期間は５年と定められているが，同校との円滑な交流事業を推進する上で，エディンバラ大学との交
流経験が生かされることを願うものである。
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The Student Exchange Programme between Okayama University
and the University of Edinburgh : Receiving Overseas Students
Yoko Hirota and Masumi Oka
Hirota and Oka (2003) showed in great detail the process which led to the academic exchange between
Okayama University’s Faculty of Economics and the University of Edinburgh’s Faculties of Arts and Social
Sciences, and was concerned mainly in the procedure of sending students to the University of Edinburgh. This
paper will focus on the procedure and the actual situation concerning the receiving of students from the
University of Edinburgh.
As the agreement stipulated that up to two exchange students were admitted to each institution per year,
Okayama University received 15 students from the University of Edinburgh over a ten−year period. Concerning
the student’s ability in acquiring a second language, it could be read as follows ; the students with an upper
beginner or intermediate level of Japanese prior to joining the exchange programme, showed great improvement
during their stay in Okayama and graduated from the University of Edinburgh, Japanese Studies course or
Japanese Studies and Linguistics course with an honours degree. Thus, the programme could be said to have
obtained a desirable result in regard not only to student numbers involved in the exchange programme but also
to their academic performance.
However as it was the first exchange programme that the Faculty of Economics had been engaged in, the
teaching staffs involved were troubled by many unexpected problems in relation to the students from Edinburgh.
For example, housing and the high cost of rent proved to be a serious problem.
As the Faculty of Economics is about to embark upon a new exchange programme with Kangwon National
University, the Republic of Korea, we believe that it would be in both the interests of the students and members
of staff if we looked back to the exchange programme we had with the University of Edinburgh and attempted
to learn from the valuable experiences we had.
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